ILGA ASIA会議＠タイ・チェンマイ　2008年1月24～28日

“多様性のなかの平等を！”

テーマ2　セクシュアル・アイデンティティ　アジア社会の宗教と文化のポリティクス（政治）

女性のセクシュアリティ（性）とスリランカにおける文化のポリティクス（政治）

みなさんこんにちは。私は、私たちのコミュニティに影響を与えているスリランカの宗教と文化の政治についてお話したいと思います。特に同性と恋愛関係にある女性やトランスジェンダーの人々に最近差し迫っている問題に重点を置いてお話します。

まず、スリランカの簡単な説明からはじめます。私たちは宗教的・民族的に多様な人口を持ち、大多数はシンハラ人（住民の74％）です。他にタミル人（18％）、ムーア人（７％）、バーガー人（１％）、マレー人の民族グループがいます。仏教徒（70％）の他に、ヒンドゥー教徒（15％）、キリスト教徒（８％）、イスラム教徒（７％）がいます。

法律に関しては、スリランカには植民地時代から続くイギリスの法律が残っています。そのせいで同性愛行為を有罪とする法律（365項と呼ばれています）が今も幅をきかせています。スリランカは南アジアのほかの国と比べて社会指数が独特です。多くの高等教育機関が女生徒を多く受け入れています。大学ではほとんどの分野で女生徒がより多くを占めています。妊産婦死亡率は長い間とても低く、女性は男性と同じように所有権を持っています。

しかし、ジェンダー役割への態度は保守的です。人口の70％以上が仏教徒であることを考えれば、スリランカの文化的価値観に仏教が大きく影響しているのは驚くことではありません。思想の上では社会の平等と差異の受容を説く仏教ですが、私たちの国では実践のされ方が変化してきました。

　ジェンダーや性に関する規範への宗教と文化の影響は戦争によってより鮮明になっています。極端なナショナリズムの（国粋主義的な）感情がとても高いのです。宗教と民族は今や政治的なアイデンティティであり、近年スリランカでは仏教（団体）が好戦的に変化しました。

　仏教僧のいくつかの団体（派閥）は政界入りし、時には暴力的になりました。多くの僧侶はこんな風ではありませんが、こうした宗教的でナショナリズムの感情はマイノリティ（少数者）集団の置かれた状況を悪化させました。もうひとつの問題は、非営利団体（NGO）が政治団体から圧力をかけられていることです。シンハラ人の仏教系政治団体はNGOとセクシュアル（性的）・マイノリティに対して公的におどしをかけてきました。

こうした文化的政治的変化を受けてLGBTコミュニティも問題に直面しています。そうした大変な問題なひとつはジェンダー・ステレオタイプ（ジェンダーのあり方をめぐるステレオタイプ）が狭くなったことです。ひとつ例をご紹介するために最近混乱を引き起こしたある法律についてお話したいと思います。

　1950年代に、酒屋が女性にアルコール（酒類）を売ることを禁じる消費税法/物品税（The Excise Ordinance）とそれに関連した通達がつくられました。この法律によると、女性はアルコールを買うことができず、公共の場にアルコールを持っておくこともできません。しかし、2年前まで誰もこの法律のことは知りませんでした。政府は今になって酒屋にこの法律を守るようにと言ったのです。新聞のインタビュー記事で人権（問題専門の）弁護士は、たとえこの法律が差別的であっても、変えることは難しいと話しています。彼女によれば、それは「女性は文化を受け継いでゆく存在」だからだそうです。

　もうひとつの例は服装についてです。一流大学が、最近女性職員は働くとき伝統的な服―サリーのことですがーを着用すべきだといいました。私たちLGBTは伝統的な服装や振る舞いに関するジェンダー規範を破るので、こうした決まり（がつくられること）にLGBTコミュニティは憤慨しています。表現の自由を制限するからです。結果として、私たちの安全を脅かし、傷つきやすくします。

　現在、スリランカには非常事態法があります。非常事態法が適用されると、武装した軍隊と警察がいつでも誰でも捜索・逮捕することができます。セキュリティーチェックポイントで武装した軍が私たちの仲間を尋問し、なぜ彼女たちが服装や髪形、外見を「女の子らしく」しないのか尋ね、疑わしいとまで言った例がいくつもあります。

現在の状況はトランスジェンダーの仲間たちにとっても危険です。トランスジェンダーは生物学上の性別をばらしてしまう身分証を提示しなければならず、軍隊や警察から嫌がらせを受ける可能性があります。LGBT活動を見つけるためにつくられた特別な警察隊の存在が、WSG（Women’s Support Group　http://www.wsglanka.com/　LBTの人権を守るために1999年から活動を開始）によって確認されています。

　最近WSGが介入した事例についてお話しします。WSGのメンバーと彼女のパートナーが、海岸で話をしていたという理由で警察の尋問を受けました。まだ夜8時にもなっていなかったにも関わらず、私が警察と電話で話したとき、彼らは「女の子が外にいる時間じゃない」と言いました。警察はその2人を交番に連れて行き、両親に知らせると脅しました。もう一人のWSGメンバーが警察に電話をすると、警察はこのカップルに365項（同性愛行為を有罪とする法律）を適用すべきだと言いました。また、2人を家に連れて帰る女性が一人引き取りに来るならどちらも解放すると条件をつけました。この出来事は明らかに2人のジェンダーと、セクシュアリティへの嫌疑による嫌がらせです。警察がゲイやレズビアンにこのように近づいてくるのは、この例だけではありません。この出来事から、政府がジェンダーとセクシュアリティに関する規範を私たちの権利を脅かすために使っていることが分かります。

　（WSGの）団体自体も、政府とLTTE（LIBERATION TIGERS OF TAMIL EELAM’S：タミル・イーラム解放のトラ。スリランカからの分離独立を獲得するために、多数派のシンハラ人に対し武装闘争を展開している少数派タミル人組織）からの圧力に脅かされています。過去数年間で、NGOは「西洋かぶれ」と言われ、北部と東部のたくさんの団体が閉鎖されました。WSGは地方ではセクシュアリティについてオープンに活動することはできません。同性愛もまた、「西洋かぶれ」であり「卑しい」と呼ばれているからです。

　なので私たちは他の地方の女性団体と一緒に性に関する健康や権利について啓発するワークショップを開いています。しかしこれらの団体が活動を停止したり、セクシュアリティについて扱うことをやめたりしなければならなくなると、地方のコミュニティと繋がりを持つことはできなくなってしまいます。これは私たちの可視性にかかわる問題です。

　このレポートではレズビアンやバイセクシュアル女性、トランスジェンダーの人々が、世間に合わせないために抱える問題についてお話しました。政治的な状況、宗教問題、文化が全部合わさってスリランカでは私たちを生きにくくしています。残念ながら、スリランカで実践される仏教はブッダの非暴力・差異の受容の思想からは大きくかけ離れています。

法律を変えるだけでは、この事態の変革は十分ではありません。性的権利を求めるアクティビストとして、私たちは宗教的・文化的問題とともにその背後にある政治にも敏感でなければなりません。問題の一面だけでなく、全ての部分に向き合っていかなければならないのです。

ご清聴ありがとうございました（笑顔）

　

